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シリーズ 　愛育委員会です　その⑥
   高く澄んだ空　さわやかな風　本格的な秋となりました。

スポーツの秋、読書の秋、食欲の秋、芸術の秋などなど…。

自分好みの秋を見つけましょう。愛育委員会のお薦めは『町

内散策ウォーキング』。歩きながら大山町の良さを再発見し

たりメタボ予防にも、と一石二鳥です。

こんにちは !

愛育委員会です

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

心のハート
＊視察研修で行った篠山市
いぬい福祉村で使われてい
た「心」の文字をデザイン
したハートのマーク。愛育
委員会も心が伝わるような
活動を目指しています。

　とりぎん文化会館小ホールで『子宮がん検診について』紀

川純三先生（鳥取医大がんセンター長）の講演と『がんを体

験して思うこと』と題して松浦智子さん（あけぼの鳥取）の

お話がありました。

　近年、子宮がんの罹患率は若い年代２０～３０代に増加の

傾向がみられます。女性の死亡率のなかでは子宮がんは乳が

んに次いで高くなっています。日本人の場合、子宮頸がんが

８０％ですがその原因はHPVウィルスの感染といわれてい

ます。最新医療では予防ワクチンもあり接種も検討されてい

るようですが、実施にはまだまだ時間が必要です。なんといっても検診による早期発見がもっと

も有効な対策といえます。短時間で痛みも無く検診でき、早期に見つかればほぼ 100％治癒しま

す。他県では２年に１回の検診ですが鳥取県では毎年受診できます。ぜひこれを利用して検診を

受けてください。
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ごみや空き缶のポイ捨てはやめましょう !!
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◎ 講演会におこしください。
大山町福祉保健課企画　講演会

 『乳がんについて』
講師：野坂仁愛先生
         （山陰労災病院外科医師）

日時：１０月１７日（金）

          19：00 ～ 20：30pm
場所：福祉保健センターなわ

  真夏の暑さだった『海の日』

に、平田、末吉海岸でごみの

分別回収を手伝いました。汗

をふきふきテトラポットの中

までごみの回収を一生懸命手

伝ってくれた子どもたち！き

れいになった海岸に子どもた

ちの笑顔が似合います。

《海岸清掃のボランティアに参加》

平成２０年がん征圧大会スローガン

～検診と日々の暮らしでがん予防～

《第 36 回鳥取県がん征圧大会へ》

　昨年、愛育委員会では「あけぼの鳥取」のご協

力を得て乳がんについて研修し、２年に１度のマ

ンモグラフィー検診と月に１度の自己検診の大切

さを勉強しました。今回も「あけぼの鳥取」の松

浦さんがご自身の体験をとおして「まさか」では

なく「もしかしたら」と考えてマンモグラフィー

検診をうけてください」と話されました。

　大山町の子宮がんの検診率は平均 20%、乳がんの

検診率は同じく平均 17%です。

　残念ながら年々受診される方が少なくなってきて

います。自分にとってはもちろんのこと、家族にとっ

ても社会にとっても大切な命です。

まずは自分の体に優しく向き合って検診をうけま

しょう。「もしかしたら…」と。

《忘れていませんか？マンモグラフィー検診と自己検診》


